
犯
罪
被
害
者
支
援
活
動

実
施
中

◆
警
察
に
お
け
る
被
害
者
支
援
制
度

◦
捜
査
の
流
れ
や
支
援
制
度
の
案
内
を
記
載
し
た
手
引
き
の
交
付

◦
指
定
さ
れ
た
職
員
に
よ
る
被
害
者
支
援

◦
捜
査
状
況
等
に
関
す
る
被
害
者
へ
の
連
絡
制
度

◦
診
断
書
料
、
処
置
料
等
の
公
費
支
出
制
度
（
支
出
に
は
一
定
の
条
件
が

あ
り
ま
す
）

◦
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
費
用
の
公
費
支
出
制
度
（
支
出
に
は
一
定
の
条
件
が

あ
り
ま
す
）

◦
再
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
制
度

◦
く
ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

◦
関
係
機
関
団
体
と
の
連
携 

◆
警
察
の
相
談
窓
口

◦
警
察
安
全
相
談
室

　
（
警
察
の
総
合
相
談
窓
口
）

　
☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
９
１
１
０

　
ま
た
は　
＃
９
１
１
０

◦
犯
罪
被
害
者
支
援
室

　
（
犯
罪
被
害
者
支
援
・
犯
罪
被
害
給
付
制
度
に
関
す
る
相
談
窓
口
）

　
☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
０
１
１
０

　
　
（
内
線
２
１
９
３
～
２
１
９
５
）

◦
性
被
害
相
談
電
話

　
（
性
犯
罪
被
害
に
関
す
る
相
談
窓
口
）

　
☎
０
１
２
０
‐
８
３
４
３
‐
８
１

　
☎
０
９
６
‐
３
８
４
‐
１
２
５
４

　
ま
た
は　
＃
８
１
０
３

◦
肥
後
っ
子
テ
レ
ホ
ン

　
（
い
じ
め
、
少
年
非
行
等
の
少
年
問
題
相
談
窓
口
）

　
☎
０
１
２
０
‐
０
２
‐
４
９
７
６

　
☎
０
９
６
‐
３
８
４
‐
４
９
７
６

◦
「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
に
関
す
る
相
談
）

　
☎
０
９
６
‐
３
８
１
‐
２
５
６
７

※
詳
し
く
は
熊
本
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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エンタメ業界と連携した地域おこしプロジェクト

　９月26日、ロアッソ熊本のホームゲームが「えがお健康スタジ
アム（熊本市）」で開催され、試合直前の場外イベント広場で、
０９６ｋ熊本歌劇団（高森町地域おこし協力隊）メンバーがパフォ
ーマンスを披露しました。
　また、ハーフタイムには大型ビジョンでメンバーのメッセージ映
像が流れ、試合に華を添えました。
※高森町はエンタメ業界と連携したまちづくりの推進及び子どもた

ちに夢・阿蘇に活力を創造する連携事業に取り組んでいます。

　高森町の郷土芸能として歴史を持つ「風鎮太鼓」ですが、保存会
の高齢化や打ち手不足により、風鎮太鼓の伝承活動が厳しい状態と
なっていました。今回、地域おこし協力隊で０９６ｋ熊本歌劇団メ
ンバーの協力により風鎮太鼓の再活性化及び担い手の掘り起こしを
共同で進めていくこととなりました。その決起会が９月28日にア
ーティストビレッジ阿蘇０９６区で行われました。今後、永続的な
活動体制の確立に向け始動していきます。

ロアッソ熊本ホームゲーム前に 
０９６ｋ熊本歌劇団パフォーマンス披露

「風鎮太鼓」
文化財指定を目指し始動！

０９６ｋ熊本歌劇団（前列）とロアッソ熊本ジュニアユース阿蘇（後列） 意気込み十分な096ｋ熊本歌劇団（前列）と風鎮太鼓保存会（後列）

９月2
6日㈰

９月2
8日㈫

人
じん

　権
けん

～互いの人権を尊重し、支え合いながら人にやさしいまちの実現をめざして～
【情報安全・情報モラルに関する理解の促進】

Ａさん　「ぬいぐるみ買ったけど、どう？」
　　　　（ぬいぐるみの写真を添えて友人のＢさんにLINE）
Ｂさん　「めっちゃ、かわいくない！」
　　　　（友人のＡさんにLINEで返信）
　その後、２人の関係は･･･。ＢさんはＡさんたちから「仲間外れ」
にされることに･･･。
　「そんなことLINEで返信すれば、仕方ない。」多くの人がそう思う
でしょう。しかし、Ｂさんはなぜ「仲間外れ」にされたのかわからな
いまま、辛い毎日を過ごすことになります。
◦みなさん、わかりますか？

２人が対面での（顔を合わせての）、
「ぬいぐるみ買ったけど、どう？」、
「めっちゃ、かわいくない！」の会話であれば全く違っていました。
その時の「めっちゃ、かわいくない！」が、
Ｂさんの表情や言葉のトーンから「とっても、かわいい。」と、
Ａさんには理解できたことでしょう。そして、仲間との絆を切られ
ることもなかったはずです。

　一見、子どもたちの間だけでの情報安全や情報モラ
ルに関する問題と捉えがちですが、近年、インターネ

ットやＳＮＳ等の普及に
より、大人社会においても使い方によっ
ては、人権や人との関わり（仲間）を切
ってしまうような問題も数多く見られる
ようになってきました。特に、差別的な
情報の掲載、誹謗中傷など、偏見や悪意
に満ちた内容も少なくありません。
　インターネットやＳＮＳの利用者一人
一人が正しい情報を見極め、それを活用
する力（情報リテラシー）を身に付ける
とともに、ネット上でもルールやマナー
を守り、自他を大切にする意識を高めて
いきましょう。
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